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市政だよ bりj 

昭和55年 2月1白 地886

人口の動き

1月 1日現在 前月比

人 口 計 6 5.3 9 3 +124 
男 31. 5 0 7 + 64 
女 33.8 8 6 十 60

世帯数 1 8.6 4 1 + 35 
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もうすぐそこに が.. . . . . 
ここ数日のお天気は、小春日和を思わせる陽気さで、

かたいツボミの梅は、春を待ってたかのようにカレン

な花を咲かせる。

桜田の堀には、水鳥が群をつくり水面に輪を描きなが

ら、餌を投げる人の手を見つめる。もうすぐそ乙に春

がくる......。
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毎月 1日・ 15日発行 発行所/大村市役所 編集/広報公聴課 印刷所/九州凸版株式会社
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皆さんのご理解とご協力を

し尿汲取り料金を改訂

し
尿
汲
取
り
料
金
に
つ
い
て
は

昭
和
五
十
一
年
十
月
に
改
訂
さ
れ

て
か
ら
現
在
ま
で
据
置
か
れ
て
い

ま
し
た
が
、
石
油
製
品
の
高
騰
並

び
に
諸
物
価
の
上
昇
に
よ
る
経
済

の
変
動
に
伴
い
、
清
掃
許
可
業
者

の
経
営
が
困
難
と
な
っ
た
の
で

そ
の
経
営
健
全
化
と
し
尿
汲
取
り

の
円
滑
化
を
図
る
た
め
、
こ
の
た

び
適
正
な
汲
取
り
料
金
を
算
定
し

て
、
次
の
と
お
り
二
月
一
日
か
ら

改
訂
す
る
乙
と
に
な
り
ま
し
た
。

皆
さ
ん
の
ご
理
解
と
ど
協
力
を
お

願
い
し
ま
す
。

@
従
量
制
料
金
(
一
般
世
帯
で
無

臭
便
槽
な
ど
水
の
入
る
便
槽
の

場
合
と
事
業
所
な
ど
の
便
槽
)

十
八
リ
ッ
ト
ル
に
つ
き
四
十

五
円
を
七
十
円
に

りか日月2 

一
ヤ
ン
グ
テ
レ
ホ
ン
へ
お
気
軽
に
一

一

子

ど

も

さ

ん

の

こ

と

で

の

不

自

に

相

談

し

ま

し

ょ

う

。

一

一
安
や
子
ど
も
さ
ん
自
身
か
ら
の
ま
た
、
子
ど
も
さ
ん
が
、
親
一

一
悩
み
ご
と
相
談
を
親
身
に
な
っ
に
話
し
に
く
い
相
談
な
ど
は
、
一

一
て
解
決
し
て
く
れ
る
の
が
、
乙
直
接
電
話
さ
せ
て
下
さ
い
。
一

一
の
ヤ
ジ
グ
テ
レ
ホ
ン
で
す
。
相

@

長

崎

署

内

一

一
談
に
は
婦
人
補
導
員
が
当
り
秘

宮

O
九
五
八
@
|
七
八
六
七
一

U

密
は
守
ら
れ
ま
す
。

一

子

ど

も

さ

ん

の

気

に

な

る

行

@

佐

世

保

署

内

一

一
動
や
心
の
動
き
を
感
じ
た
ら
早

曾

O
九
五
六
@
l
七
八
六
七
一

@
人
頭
定
額
制
料
金
(
一
般
世
帯

で
水
の
入
ら
な
い
ツ
ボ
式
便
槽

に
限
る
)

。
月
に
一
回
汲
取
る
場
合

一
人
に
つ
き
百
円
を
百
五
十

五
円
に

。
月
に
二
回
以
上
汲
取
る
場
合

二
回
目
か
ら
一
回
に
フ
き
百

円
を
二
百
円
に

@
収
集
ホ

l
ス
が
五
十
メ
ー
ト
ル

以
上
要
す
る
場
合

百
円
加
算
を
二
百
円
加
算
に

守
っ
て
ほ
し
い
事
項
と
J

寸

お

願

い

l

@
便
槽
内
に

洗
濯
水
や

汚
水
を
入

れ
な
い
で

下
さ
い
。

@
ス
リ
ッ
パ

ゲ
夕
、
下

着
類
、
そ

の
他
固
形

物
を
便
槽

内
に
落
し

た
り
投
げ

入
れ
た
り

し
な
い
で

下
さ
い
。

@
雨
水
な
ど

が
便
槽
に

流
れ
込
ま

いな

ょ
っ
改
注

tζ 

ご
協
力
下
さ

@
汲
取
り
料
金
の
不
正
を
予
防
す

る
た
め
、
量
と
金
額
を
記
入
し

た
領
収
証
を
必
ず
受
取
っ
て
確

認
し
て
下
さ
い
。

@
量
ご
と
、
ま
た
、
人
員
ご
と
の

料
金
は
別
表
の
よ
う
に
な
り
ま

す
。
排
出
量
を
正
確
に
把
握
さ

れ
、
適
正
料
金
を
お
支
払
い
下

さ
い
。

@
不
当
料
金
の
請
求
、
ま
た
は
理

由
な
く
し
て
汲
取
り
拒
否
な
ど

改正料金 今料偽ま昨で当白 改正料金

(望J砧つ 金り)(t会LP当り)
180円 280円 200円 310円

315円 490円 300円 465円

405円 630円 400円 620円

495円 770円 500円 775円

585円 910円 600円 930円

720円 1.085円

810円 1，260円 800円 1.240円

900円 1.400円 900円 1.395円

人頭定額制料金の場合従量制料金の場合

※ 

飲
酒
運
転
を
追
放
し
よ
う

飲
ん
だ
ら
乗
ら
な
い

乗
る
な
ら
飲
ま
な
い

の
不
正
行
為
が
あ
っ
た
と
き
は

す
み
や
か
に
清
掃
課
ま
で
お
申

し
出
下
さ
い
。

清

掃

課
富

④

|
コ
二

0
0

※
こ
の
改
訂
の
お
知
ら
せ
に
つ
い

て
は
一
月
十
五
日
付
で
チ
ラ
シ

も
配
布
し
て
い
ま
す
。

雇

用

保

険

J¥』

加

入

を

ー

!

加

入

は

雇

用

主

の

義

務

l
l
t

※18tを肥桶1本とします。(端数切上)※月 lζ2回汲取る場合は
2回目は200円です。

一
雇
用
保
険
は
、
労
働
者
を
一
人

で
も
雇
用
し
て
い
る
事
業
所
は
す

べ
て
加
入
す
る
よ
う
義
務
づ
け
ら

れ
て
い
ま
す
。

た
だ
し
、
農
林
水
産
業
の
う
ち

労
働
者
数
五
人
未
満
の
個
人
経
営

の
事
業
所
は
当
分
の
問
、
任
意
加

入
と
な
っ
て
い
ま
す
。

@
酒
用
事
業
所
の
助
成
な
ど

山
不
況
な
ど
で
休
業
す
る
場
合
に

労
働
者
に
支
払
う
休
業
手
当
の

援
助

ω心
身
障
害
者
、
以
婦
、
高
年
齢

者
な
ど
を
雇
用
し
た
場
合
に
雇

用
奨
励
金
、
助
成
金
な
ど
の
支

ムロ
ム

v
f中

同
事
業
主
が
職
業
訓
練
を
行
っ
た

場
合
に
必
要
経
費
な
ど
の
助
成

凶
社
宅
や
福
利
厚
生
施
設
な
ど
を

設
置
す
る
場
合
に
資
金
の
融
資

な
ど

。
労
働
者
に
対
し
て

。
安
定
所
に
求
職
申
込
み
を
行
い

坑
職
が
決
定
す
る
ま
で
の
問
、

失
業
給
付
金
の
支
給

日
同
町
諮
問
問
お
む

υ

雇
用
保
険
の
加
入
手
続
き
や
被

保
険
者
(
労
働
者
〉
に
関
す
る
同

け
出
な
ど
の
事
務
は
事
業
主
が
行

わ
な
い
で
、
労
働
保
険
事
務
(
雇

用
保
険
と
労
災
保
険
事
務
)
を
委

託
で
き
る
労
働
保
険
事
務
組
合
を

ご
利
用
下
さ
い
。

※
詳
し
く
は
公
共
職
業
安
定
所
ま

た
は
県
雇
用
保
険
課
へ

乗
る
人
に
は
飲
ま
せ
な
い
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※ 

下
水
道

住
み
よ
い
町
の

ネ
ズ
ミ
を

退
治
し
ま
し
ょ
う

い
っ
せ
い
駆
除
を
実
施

ネ
ズ
ミ
は
年
中
活
動
を
続
け
て

い
ま
す
が
、
特
に
春
先
、

秋
口
に

は
繁
殖
を
繰
り
返
し
、
ま
さ
に
ネ

ズ
ミ
算
と
い
う
べ
き
数
に
ふ
え
て

い
き
ま
す
。

そ
乙
で
、
乙
の
時
期
に
ネ
ズ
ミ

の
寝
除
を
行
う
と
非
常
に
効
果
が

あ
り
ま
す
。
-
不
ズ
ミ
の
被
害
を
防

ぐ
た
め
、
市
内
い
っ
せ
い
に
駆
除

を
行
い
ま
す
の
で
ど
協
力
を
お
願

い
し
ま
す
。

〔駆
除
の
方
法
〕

@
環
境
的
駆
除
法

食
料
品
の
管
理
、
食
物
、
残
菜

な
ど
の
処
理
、

家
庭
内
の
整
理

整
と
ん
、
ネ
ズ

ミ
の
通
路
を
防

ぐ
、
巣
を

つ
く
ら
せ
な
い
な
ど

各
家
庭
で
徹
底
す
る
方
法
で
す

@
化
学
的
駆
除
法

毒
薬
を
ネ
ズ
ミ
に
食
べ
さ
せ
る

と
活
動
が
に
ぷ
く
な
り
、
だ
ん

だ
ん
視
力
が
お
と
ろ
え
ま
す
。

そ
し
て
明
る
い
所
へ
出
て
中
毒

死
し
ま
す
。

〔殺
そ
剤
を
あ
っ
せ
ん
〕

実
費
で
領
布
し
ま
す
の
で
、
部

落

町
内
を
単
位
と
し
て
申
込
ん

で
下
さ
い
。
な
お
、
各
家
庭
に
は

後
日
申
込
用
紙
が
回
覧
さ
れ
ま
す

の
で
希
望
数
を
記
入
し
て
下
さ
い

薬
名

強
カ
ラ
ッ
ト
ラ
イ
ス

(
二
百
グ
ラ
ム
入
粒
状
)

価
格
百
八
十
円

申
込
締
切
二
月
二
十
日

配
布
二
月
二
十
六
日

※
詳
し
く
は
生
活
環
境
課
ま
た
は

町
務
連
絡
員
へ

基
礎
づ
く
り

(
工
事
中
ど
迷
惑
を
お
か
け
し
ま
す
が
、

ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
)

大
村
市
親
善
訪
中
団

園
な
の
で
す
。
一
八
八
八
年
、

i
見
均
僻
小
⑦
i

H
H(日…

ぐ
く
み
、
お
だ
や
か
に
す
る
)

今
回
は
北
京
市
訪
問
の
模
様

な
森
の
都
で
す
。
労
働
者
の
住
と
も
に
、
同
家
成
立
三
十
周
年

か

ら

と

っ
た
も
の
で
す
。
総
面

ん
を
ど
紹
介
し
ま
す
。

宅
団
地
、

真
空
管
工
場
、
体

育

明

!

!
湿

喝

i
お
掛
けM

積
は
二
百
九
十
ヘ
ク
タ
ー
ル
で
山

一
行
は
、

杭
州
か
ら
空
路

一

館
、
国
際
空
フ
プ
、
北
京
駅
な

一

門

り

i
:
h
d
談

そ

の

四
分
の
三
は
毘
明
湖
の
湖

~

H

時
間
五
十
分
で
北
京
に
着
き
ま
ど
の
説
明
を
通
訳
の
方
か
ら
聞

1
1
j匂
ト

じ

弘

法

面

で

す

。

い

一
切
外
術
関
川
一
峨
臼
臨

E
.

，E，t

・

日
し
た
。
中
国
国
際
旅
行
社
の
幹
き
な
が
ら
長
安
大
街
を
走
り
ま

;

?

院

副

・

園

山

町

レ

セ

プ

シ

ョ

ン

に

先

立

ち

表

一

…

部
の
方
の
出
迎
え
を
受
け
、
パ

し

た
。

自

転

車

の

大

行

進

に

は

豆

障

理

園

町

・

雷

雲

行

わ

れ
ま
し
た
。
北
京
市
い

ス
三
台
に
乗
っ
て
直
線
十
三

キ

び

っ
く
り
、
自
動
車
も
増

え

て

細

川

ι
J
ML臨

--a肺
補

革
命
委
員
会
副
主
任
(
副
市
長
)

一堂町蜘

円
い
和
十

一

i4
岨
温
圃
園
甲
必
悶
圃
竃
圏

百

回

昌

信

、

ロ
と
い
う
首
都
飛
行
場
路
を
北
い
ま
す
。

手
を
振
る
人
も
い
ま

一都
吋
圃
匝
険
会
誌

da劃
劃
市

芦

の

郭
献
瑞
氏
、
同
外
事
弁
公
室

ご
す
ま
す
。
プ
ラ
タ
ナ
ス
な
す
。
北
京
の
人
口
は
八
百
一
一
十

協

同
園
圃

d
F隠
滅
蹴

誌

の

刑
仁
先
氏
、
中
日
友
好
協
会
一

(
ど
の
街
路
樹
が
両
側
に
四

・
五

八

万

人

余
り
、
都
市
部
に
は
四

鴎
ザ

働
ふ
一
川

U
園

野
駅

の
玉
音
氏
、
旅
行
総
社
日
本
処
日

列
植
え
ら
れ
て
い
て
、

美
し
い

百
四
十
七
万
人
余
り
が
住
ん
で
を
迎
え
た
国
際
都
市
で
も
あ
り

長
の
巴
鵬
飛
氏
と
の
歓
談
が
行

緑
と
広
い
道
路
、
ま
さ
に
広
大
い
る
と
い
い
ま
す
。
北
京
市
は
ま
す
。
一
九
五
八
年
に
完
成
し
わ
れ
、
特
に
、
中
日
友
好
の
船

一

一

f

;

;

緩
急
子
守
護¥
j
iJ

海
か
ら
百
八
十
三
た
と
い
う
人
民
大
会
堂
、
毛
主

「

明

華

号

」
の
団
員
が
お
世
話

J

一

開

磁

剛

v

J

キ
ロ
も
離
れ
て
い
席
記
念
堂
な
ど
天
安
門
広
場
を
に
な
っ
た
こ
と
、
心
の
底
か
ら

J

K

b

一
w
d
M
剛
覇ρ

一

ま
す
。
乙
乙
数

年

中

心

に

、
大
建
築
群
が
目
を
引
子
子
孫
孫
ま
で
友
好
の
輪

を

広

~

川

h

一ヶ
;

(
一

週
調

、一

r

」

聞
の
最
低
気
温
は
き
ま
す
。
や
が
て
前
門
を
通
り

げ
ま
し
ょ
う
と
提
手
を
交
わ
し
川

そ

-

一

三
三
一種

LE
零
下
十
五
度
、

最

天
橋
と
い
・

2
2
2る
前
ま
し
た
。
レ
セ
プ
シ
ョ
ン
で
は
一
・

間

関

智
欄

¥
蒜

高
気
温

は

三

十

二

門

飯
庖
(
ホ
テ
ル
)
に
到
着
し

豪
華
な
北
京
料
理
が
テ
ー
ブ
ル
山

一
盟
主
¥

ぞ

民

度
と
い
う
こ
と
で

ま
し
た

。

寄

り

、

一

行

の
た
め
に
特
に

剛
山開
封
i
f
F醤
B
陪縮担
F

吋
人

明
則
腕
;
J
M園
田
頭

一
る

し

た

。

こ

の

臼
最
も
感
銘
を
受
け
た
巻
寿
司
も
並
べ
ら
れ
、
私
た
ち

ん

竺

詰

魁

Fぃ

j
ヨ

北
京
は
、

周
の

の

は

全

員
が
中
国
側
の
晩
さ
ん
に
対
す
る
配
慮
に
感
銘
を
う
け

一

解
明
綱
制
調

¥
士
巾
時
代
の
は
じ
め
燕
会
に
招
待
さ
れ
た
乙
と
で
す
。
ま
し
た
。

v

閉
山
胸
躍

F

一
服

の
都
と
な
っ
て
以
場
所
は
北
京
西
北
郊
外

に

あ

る

明

華
号
に
参
加
し
た
四
氏
も
川

i
g
t
E
JF

』・
1

:

わ
え
ん

・-

d
n闘

い

来
、
三
千
年
の
歴

臨

和
園
で
す
。
絵
の
よ
う
な
美
メ
ー
ン

テ
ー
ブ
ル
に
同
席
し
て

田
明
日
刊
制
関

町}ぬ

史
と
伝
統
を
持

っ
し
さ
、
す
ば
ら
し
い
景
色
と
見

交

流

を

深

め

、
友
好
の
乾
杯
を

…荷

崩

↑

、

し

た
都
市
で
あ
る
と

事
な
宮
殿
で
有
名
な
古
典
的
庭
重
ね
ま
し
た

Q
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月
は省

エ
ネ
ル
ギ
ー
月
間

2 

ー
み
ん
な

室
温
は
十
九
度

に
調
節
を
/

部
屋
の
温
度
は
十
九
度
以
上
に

し
な
い
乙
と
を
目
安
に
、
こ
ま
め

な
調
節
を
行
い
ま
し
ょ
う
。
暖
房

温
度
を

一
度
下

げ
れ
ば

燃
料
費

は
約
一

割
節
約

で
き
ま

す。

部
屋
の
保
温
の

心
掛
け
を
/

カ
ー
テ
ン
を
厚
手
の
も
の
に
し

天
井
か
ら
床
ま
で
た
ら
し
、
ま
た

で
き
る
だ
け
カ
ー
ペ
ッ
ト
を
敷
い

た
り
、
窓
、
壁
な
ど
に
目
張
り
を

『
d

・
}

み
ιコ

で

5

%

す
る
な
ど
し
て
、
換
気
に
も
気
を

つ
け
な
が
ら
、
部
屋
の
保
温
に
心

掛
け
ま
し
ょ
う
。

吋山山一一口剥伊一礼ぜ
f

g

唱ハハ一一「ごて/

一軍一汗

-
7
r
J
J
I
¥

暖
房
機
器
の

置
き
場
所
に

工
夫
を
/

て行十対空上をがにな
効わ分流気げ 押 冷 窓 ど
果 れにがのてし気をの

背冷
に気
しの
て入
置っ
くて
とく
、る

暖位
気置 の

節

約

を

l

的
な
暖
房
が
で
き
る
よ
う
に
な
り

ま
す
。

適
切
な

暖
房
機
器
の

選
択
を
/

暖
房
機
器
を
使
う
場
合
に
は
、

部
屋
の
用
途
や
大
き
さ
、
使
う
人

に
合
わ
せ
た
も
の
を
選
ぶ
よ
う
に

し
ま
し
ょ
う
。

た
と
え
ば
小
さ
な
部
屋
を
大
部

屋
用
の
ス
ト
ー
ブ
で
暖
め
れ
ば
、

温
度
が
上
が
り
す
ぎ
て
健
康
に
も

よ
く
な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
。
こ

の
場
合
の
目
安
と
し
て
、
一
畳
あ

た
り
、
木
造
建
築
で
は
三
百
五
十

キ
ロ
カ
ロ
リ
ー
毎
時
、
コ
ン
ク
リ

ー
ト
建
築
で
は
二
百
五
十
カ
ロ
リ

ー
毎
時
の
能
力
を
も
っ
暖
房
機
器

を
選
ぶ
の
が
よ
い
と
い
わ
れ
て
い

ま
す
。
(
た
だ
し
、
乙
の
数
字
は

寒
冷
地
で
は
一
・
二
倍
、
温
暖
地

で
は

0
・
八
倍
し
て
下
ち
い
。
)

ま す市でま

て雪。吉良を「踏切事故をなくしましょう「協切お--....... /-- ... - """"""" ~ -' 

の 力事り L
どを故
協 呼の門
力 び絶司に故 ま因重危多勿と事がわ向年
を か滅鉄大が特すを大険く論、故、れに々踏
お けへ道村多に。持事にのの当がひてあ減切
願 てむ 管線い踏 つ故さ人乙事起といる少事
い いけ理も線切 てのら命と者乙たまとの故
し まて 局 含 区 事 い要すを、はるびすい傾は

-

踏

切

通

行

に

r
i
l
l際
し

て

L 

。
踏
切
で
は
必
ず
一
時
停
止
す
る

停
止
位
置
は
レ
ー
ル
と
自
動
車

と
の
間
隔
を
少
な
く
と
も
三
メ

ー
ト
ル
あ
け
、
確
実
に
一
時
停

止
す
る
。

O
左
右
の
安
全
を
確
認
す
る
。
見

通
し
の
悪
い
踏
切
で
は
窓
を
聞

け
て
、
目
と
耳
で
安
全
を
確
か

可
燃
物
と
不
燃
物
は
別
々
に

不
燃
物
は
定
ま
っ
た
日
に

定
め
ら
れ
た
場
所
に

め
ま
し
ょ
う
。
同
乗
者
が
い
る

時
は
下
車
さ
せ
、
誘
導
さ
せ
る

な
ど
の
気
使
い
が
欲
し
い
も
の

で
す
。

。
警
報
が
確
実
に
鳴
り
止
ん
で
か

ら
通
行
す
る
。

O
交
通
量
の
多
い
踏
切
で
は
前
の

車
が
踏
切
を
通
行
し
て
、
踏
切

前
方
に
一
車
長
の
余
裕
が
で
き

て
か
ら
通
行
す
る
。

。
踏
切
上
で
変
速
操
作
は
行
わ
な

ぃ
。
踏
切
は
ロ

l
ギ
ヤ
の
み
で

横
断
す
る
。

。
狭
い
踏
切
で
は
落
輪
の
原
因
に

も
な
る
の
で
無
理
な
横
断
は
し

ι

弘、.。

J'~
、，U

O
踏
切
の
幅
が
十
分
で
な
い
と
き

は
踏
切
上
で
離
合
し
な
い
。

O
警
報
機
の
な
い
踏
切
及
び
見
通

し
の
悪
い
踏
切
は
で
き
る
だ
け

通
行
し
な
い
。

円
十
四
け
れ
什
剖
U

O
踏
切
非
常
ボ
タ
ン
の
あ
る
踏
切

で
は
ボ
タ
ン
を
強
く
押
し
て
下

さ
い
。
押
し
た
ら
近
く
の
駅
へ

必
ず
連
絡
し
て
下
さ
い
。

O
非
常
ボ
タ
ジ
の
な
い
踏
切
で
は

自
動
車
に
備
え
つ
け
の
発
煙
筒

に
火
を
つ
け
て
見
通
し
の
良
い

方
に
立
て
、
反
対
側
に
は
赤
旗

な
ど
を
持
っ
て
走
り
、
列
車
を

止
め
る
手
配
を
し
て
下
さ
い
。

〈
国
民
年
金
〉

保
険
料
の
納
め
忘
れ
は

あ
り
ま
せ
ん
か

第
三
期
分
(
十
二
月
ま
で
)
の

保
険
料
の
納
付
は
お
済
み
で
す
か

ま
だ
納
め
て
い
な
い
人
は
早
自
に

納
ぬ
ま
し
ょ
う
。

も
し
、
保
険
料
を
納
付
期
限
ま

で
に
納
め
て
い
な
い
と
、
万
一
ケ

ガ
や
不
幸
に
し
て
夫
に
先
立
た
れ

た
と
き
、
障
害
年
金
や
母
子
年
金

が
受
け
ら
れ
な
い
こ
と
が
あ
り
ま

す
。
ま
た
、
将
来
老
齢
年
金
が
受

け
ら
れ
な
く
な
る
場
合
が
あ
り
ま

す。
自
分
自
身
の
年
金
で
す
。
こ
の

よ
う
な
こ
と
が
な
い
よ
う
保
険
料

は
忘
れ
ず
に
納
め
ま
し
ょ
う
。
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※ 

耳

と

暖
房
機
器
の

お
手
入
れ
を
/

電
気
こ
た
つ
の

上
手
な
使
用
を
/

電
気
乙

た
つ
は
、

乙
た
つ
敷

金
」
な
ど
の

上
に
置
い

て
使
い
ま

?レょャっ。

仁3

葉

相

談

日

の

保
温
効
果
が
上
が
り
ま
す
。
ま
た

乙
た
つ
掛
け
も
、
厚
手
で
大
き
め

の
綿
製
の
も
の
が
効
果
的
で
す
が

軽
い
ア
ク
リ
ル
系
の
も
の
で
も
毛

布
を
余
分
に
か
け
る
と
よ
い
で
し

ょャつ。
電
気
毛
布
の

強
弱
に
ご
注

意

を

/

電
気
毛
布
を
使
う
場
合
、
お
や

す
み
前
に
ス
イ
ッ
チ
を
「
強
」
に

入
れ
て
暖
め
、
床
に
入
る
時
に
は

「
弱
」
に
し
て
使
う
方
が
効
率
的

で
、
し

い
方
で

す。

太
陽
の

恵
み
を
/

冬
で
も
、
太
陽
が
あ
た
れ
ば
と

て
も
暖
か
く
な
り
ま
す
。
乙
の
よ

う
な
時
は
、
ヵ
l
テ
ジ
を
あ
け
る

な
ど
し
て
、
太
陽
熱
を
十
分
に
取

入
れ
、
暖
房
ェ
、
不
ル
ギ
ー
を
節
約

し
ま
し
ょ
う
。

2
月
mm
日

(
土
)

湯
沸
器
の

使
い
方
に

工
夫
を
/

午
後
1
時

i
3時

福
祉
セ
ン
タ
ー

原
爆
被
爆
者
へ
就
職
支
度
金

3
月

3
日
ま
で
に
申
請
を

被
爆
者
健
康
手
帳
保
持
者
ま
た

は
生
計
を
同
じ
く
す
る
子
供
が
就

職
す
る
場
合
、
就
職
支
度
金
が
支

給
さ
れ
ま
す
。
該
当
す
る
人
は
申

請
し
て
下
さ
い
。

支
給
条
件

被
爆
者
自
身
が
低
所

得
者
(
市
民
税
が
千
二
百
円
以

下
の
人
)
で
県
内
の
公
共
職
業

安
定
所
を
通
じ
て
就
職
す
る
人

射し反のもプ てきを取ガ焼るとた空の
効ょ射も反のス下掃と入スのば、り 気 お石
率 う 板 の射中トさ 除きれ スおかエ、 穴 手油
lζ 。をは型で l いしど口トそり ネ し力三入ス
影わよ a>'れで Jレんほれト
響ずく れι¥ をき プがはギ先乙に l
し か み 逗拶争"""T) L2' のあな lがり心ブ
まなが 仔沿斗6弓有己主: 場りく効不で 掛 は
す汚い ，..t台~11'\111ε 合ま、率ぞっけ、
。れて |ご~腎型 U~ I も す 不 が ろ ま て 燃
でお 巳丘J ド宅正u 、。完低いっ下焼
もき 叫町曹L司唾'---↓， 空ま 全 下でてさ 部
反ま q 尋ラ@P-マ 気た燃すすいい分

適か
なも
使快

瞬
間
湯
沸
器
の
口
火
を
つ
け
っ

放
し
に
し
て
、
時
々
消
す
の
そ
忘

れ
て
い
ま
せ
ん
か
。
安
全
の
面
か
・

ら
も
再
確
認
を
お
願
い
し
ま
す
。

ま
た
、
冷
た
い
冬
の
時
期
に
暖
か

い
お
湯
は
、
本
当
に
あ
り
が
た
い

も
の
で
す
か
ら
、
つ
い
、
た
く
さ

口

火

¥

ノ

ん

使

い

が

ち

で

、

お

湯

を

流

し

放

，K
陶
@
、
弘
、
し
に
す
る
乙
と
は
あ
り
ま
せ
ん
か

食
文
1・

Z
S
ト
汐

よけ
?υ
入
決
い
必
要
な
分
を
、
容
書
取
っ
て
使

、
d

/

-

d

矢
頃
う
な
ど
し
て
、
ひ
と
工
夫
す
る
よ

う
お
願
い
し
ま
す
。

た
だ
し
、
す
で
に
就
職
支
度
金

を
受
領
し
た
人
は
除
く

支
給
金
額

本
人
四
万
円

子
供

二
万
円

申
込
締
切
三
月
三
日

提
出
先

福
祉
事
務
所
福
祉
課

※
申
請
書
は
福
祉
課
に
あ
り
ま
す

ご
利
用
下
さ
い

高

齢

者

居

室

整

備

資

金

高
齢
者

(
六
十
五
歳
以
上
)
の

専
用
の
部
屋
が
な
い
た
め
に
生
じ

る
家
庭
の
精
神
的
、
経
済
的
負
担

を
軽
減
す
る
乙
と
に
よ
り
、
家
庭

と
高
齢
者
の
し
あ
わ
せ
の
た
め
高

齢
者
居
室
整
備
資
金
の
貸
付
制
度

が
あ
り
ま
す
。
ご
利
用
下
さ
い
。

貸
付
対
象
高
齢
者
の
生
活
に
適

さ
な
い
場
合
の
居
室
の
増
築
ま

た
は
改
築
に
要
す
る
費
用
で
、

次
の
各
項
に
該
当
す
る
人

川
高
齢
者
と
同
一
生
計
を
営
み
高

齢
者
を
扶
養
し
て
い
る
人

凶
貸
付
を
受
け
な
け
れ
ば
自
力
で

居
室
整
備
が
困
難
な
人

貸
付
金
額
八
十
五
万
円
以
内

貸
付
利
率
年
三
労

償
還
期
間
措
置
期
間
後
九
年
以

内
申
込
手
続
地
区
の
民
生
委
員
を

通
じ
て
所
定
の
借
入
申
込
書
に

次
の
関
係
書
類
を
添
え
て
市
社

会
福
祉
協
議
会
(
福
祉
セ
ン
タ

ー
内
、

宮
③
l
一
三
五
一
)
へ

肘
工
事
見
積
書

川
前
年
分
所
得
税
額
確
認
書
ま
た

は
源
泉
徴
収
票

一

サ

ラ

金

返

済

で

一

~

お

困

り

の

方

に

一

一
相
談
窓
口
の
ご
案
内
一

一
貸
金
業

(
特
に
サ
ラ
金
)
の
一

一
利
用
に
お
け
る
ト
ラ
ブ
ル
が
大
一

↑
き
な
社
会
問
題
と
な
っ
て
い
ま
一

一

す

。

一

一
利
用
者
の
皆
さ
ん
の
中
で
、
一

一利
息
、
返
済
方
法
、
返
済
期
間
一

一
そ
の
他
貸
金
業
(
サ
ラ
金
)
利
一

~
用
に
お
け
る
ト
ラ
ブ

ル
な
ど
、
一

一
サ
ラ
金
返
済
に
関
す
る
苦
情
、
ん

一相
談
が
あ
り
ま
し
た
ら
、
次
の
一

一
機
関
が
相
談
に
応
じ
て
い
ま
す
ん

↑
の
で
お
た
ず
ね
下
さ
い
。
一

一

相

談

機

関

名

一

一
。
ほ
長
崎
県
庶
民
金
融
業
協
会

一

一
内
消
費
者
金
融
(
サ
ラ
金
)
~

一

相
談
所
(
長
崎
市
万
才
町
七
一

一

l
一
、
雷
長
崎
@
|
五
五

O
一

一

一

二

)

一

プ

県
警
察
本
部
内
因
り
ご
と
相
一

一

談
所

(
長
崎
市
万
才
町
四
ー
一

一
八
、
宮
長
崎
@
1
0
0
九
九
二

一
o
県
経
祷
部
中
小
企
業
課
(
長
一

一
崎
市
江
戸
町
二
l

一
三
、
富
一

一
長
崎
@
ー

一

一

一

一

〉

一

一
。
県
生
活
セ
ン
タ
ー
(
長
崎
市
一

一
大
黒
町
三
|
て
長
崎
交
通
一

一
産
業
ピ
ル
四
階
、
曾
長
崎
@
一

一

|

一

一

七

八

一

)

一
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-
申
告
と

「
l
l納
付
の
期
限

所
得
税
の
確
定
申
告
は
二
月
十

六
日

t
三
月
十
五
日
ま
で
、

贈
与

税
の
申
告
は
二
月
一
日

t
三
月
十

五
日
ま
で
と
な
っ
て
い
ま
す。

ま
た
、
納
付
の
期
限
は
、
い
ず

れ
も
三
月
十
五
日
ま
で
と
な
っ
て

い
ま
す
。
な
お
、
当
日
は
土
曜
日

で
す
の
で
ご
注
意
下
さ
い
。

-
還
付
申
告
は

I
l
l
1
1
1
i

r
i
-
-月
か
ら
受
付
中

l
l
L

医
療
費
や
住
宅
取
得
控
除
な
ど

で
い
わ
ゆ
る
「
税
金
が
も
ど
る」

た
め
の
申
告
は
一
月
か
ら
受
付
を

行
っ
て
い
ま
す
。
二
月
中
旬
頃
ま

で
に
申
告
さ
れ
ま
す
と
、

税
金
の

「も
ど
り
」
も
早
く
な
り
ま
す。

な
お
、
「
も
ど
る
税
金
」
が
三
万

亡所得税の
確定申告近づく

り

を

おおむ

.ti=. 
Eヨ申整理
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一

松

本

記

念

文

庫

を

開

設

一

市

立

図

書

館

一

一

乙

の
図
書
は
、
先
に
皆
同
郷

ま

し
た
。
ご
利
用
下
さ
い
。

一

一
の
松
本
テ
フ
さ
ん
が
故
松
本
寅

な
お、

図
書
は
教
育
学
、
心
-

一
一
氏
(
一元
市
長
)
の
ど
遺
志

に

理

学

、
学
校
教
育
、
社
会
教
育

一

一
よ
り
寄
贈
さ
れ
た
も
の

で

、

乙

家
庭
教
育
、
障
害
児
教
育
、
社

一

一
の
ほ
ど
、
そ
の
整
備
が
ほ
ぼ

完

会

福

祉
な
ど
の
教
育
関
係
図
書

一

一
了
し
ま
し
た
の
で
、

松
本
記
念

五

百
冊
で
す
。

E

一
文
庫

(教
育
図
書
)
を
開
設
し

一

※ 

市
立
病
院
の
面
会
時
間

円
以
上
に
な
る
と
取
引
銀
行
の
普

通
預
金
な
ど
の
口
座
へ

振
込
み
も

で
き
ま
す
。

陪
同
日
付
引
け

U

「振
替
納
付
書
」
は
、

必
ず
申

告
書
と
一
緒
に
出
し
て
下
さ
い
。

乙
の
振
替
納
付
書
の
提
出
が
な
い

と
き
は、

振
替
納
税
が
で
き
ま
せ

ん
の
で
ご
注
意
下
さ
い
。

日
同
日
明
日
の
引
け

U

申
告
期
間
中
は
窓
口
が
乙
み
あ

い
、
お
待
ち
い
た
だ
く
こ
と
も
予

恕
さ
れ
ま
す
。
早
自
に
ご
請
求
下

さ
い
。

-
住
宅
取
得
控
除
を

I
l
l
1
J

r
l受
け
る
と
き
の
必
要
書
類

L

。
建
築
確
認
通
知
書
の
写

。
登
記
簿
謄
本

(
抄
本
)

。
住
民
票
の
写

。
源
泉
徴
収
票

※
住
宅
ロ
l
ン
控
除
は
、
い
ろ
い

ろ
な
条
件
が
あ
り
ま
す
の
で
詳

し
い
乙
と
は
諌
早
税
務
署
調
査

第
一
部
門

(曾
諌
早
②
|
一

三

七
O
)
へ
お
た
ず
ね
下
さ
い
。

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
に
ご
用

ω

帰
っ
た
ら
、

今
年
も
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の
流

行
期
を
迎
え
ま
し
た
。
毎
年
、
全

国
的
に
猛
威
を
ふ
る
っ
て
い
る
イ

ン
フ
ル
エ
ン
ザ
で
す
が
、
昭
和
五

十
二
年
は
約
二
十
万
人
が
感
染
し

六
百
八
十
人
も
の
人
が
亡
く
な
っ

て
い
ま
す
。
た
か
が
風
邪
ぐ
ら
い

な
ど
と
あ
な
ど
ら
な
い
で
十
分
な

注
意
が
必
要
で
す
。

体
の
弱
い
人
、
老
人
や
妊
婦
、

慢
性
の
病
気
の
あ
る
人
は
で
き
る

だ
け
外
出
は
避
け
た
方
が
い
い
で

し
ょ
う
。
ど
う
し
て
も
外
出
を
し

午
後

2
時

1
8時
ま
で

ま
ず
う
が
い
を

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
き
は
マ
ス

ク
を
し、

帰

っ
た
ら
す
ぐ
』
つ
が
い

を
す
る
よ
う
心
が
け
て
下
さ
い
。

う
が
い
は
、
の
ど
に

つ
い
た
ワ

イ
ル
ス
や
細
菌
を
殺
す
力
こ
そ
あ

り
ま
せ
ん
が
、
洗
い
落
と
す
の
に

効
果
が
あ
り
ま
す
。
水
を
ふ
く
ん

で
上
を
む
い
て
ガ
ラ
ガ
ラ
と
数
回

や
る
だ
け
で
も
効
果
が
あ
る
も
の

で
す
。

外
出
か
ら
帰
っ
た
ら
、
ま
ず
・
つ

が
い
を
し
ま
し
ょ
う
。
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曜
・
祝
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は

午
前

9
時

I
午
後

8
時
ま
で
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に
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と
の
頃
は
、
赤
ち
ゃ
ん
時
代
を

卒
業
し
て
、
か
ら
だ
や
心
の
成
長

に
と
っ
て
大
切
な
時
期
で
す
。

対
象
昭
和
五
十
三
年
七
月
生
ま

れ
の
幼
児
で
す
が
、
五
十
三
年

二
月
か
ら
六
月
生
ま
れ
で
、
ま

だ
健
康
診
査
を
受
け
て
い
な
い
昭
和
五
十
四
年
度
建
設
の
県
営

-

「

J
J
I
l
l
i
-
-
l
i
l
i
-
-
l
l

↑

一

一

談

一

市

民

相

談

コ

ー

ナ

ー

で

-

一

-

一

す

べ

て

無

料

で

行

っ

て

い

ま

す

一

一

一

相

一

お

気

軽

に

ご

相

談

下

さ

い

i

-

-
「
L
i
l
l
i
-
-
i
l
l
i
t
-
-
-

-

行

政

相

談

午

前

九

時

三

十

分

t
正

午

-

・

(

毎

月

第

二

木

曜

日

)

法

律

相

談

…

一

日

時

二

月

十

四

日

(

毎

月

第

三

木

曜

日

)

一

-

午

前

九

時

三

十

分

t
正

午

日

時

二

月

二

十

一

日

午

一

-

登

記

相

談

前

九

時

三

十

分

t
午
後
三
一

一

(

毎

月

第

二

金

曜

日

)

時

…

一

日

時

二

月

十

五

日

…

注
射
と
検
診

-
1
歳

6
カ
月
児

健

康

診

査

ー，
b お おむ市政だより(7) 

幼
児
も
受
診
し
て
下
さ
い
。

日
時
二
月
十
五
日
・
十
九
日

午
後
一
時
三
十
分

t
二
時
受
付

場
所
市
役
所
第
一
会
議
室

料
金
無
料
・

※
母
子
健
康
手
帳
を
必
ず
ど
持
参

下
さ
い
。

募

集

-
県
営
住
宅
入
居
者

献
血
車
巡
回
日

住
宅
の
入
居
者
を
募
集
し
ま
す
。

団
地
名
県
営
柴
田
団
地
(
乾
馬

場
郷
字
高
鉾
一

O
一
一
)

種
別
第
一
種
住
宅

構
造
耐
火
構
造
三
階
建

間
取
六
畳
三
間
(
和
室
)
D
K

浴
室
(
浴
槽
は
入
居
者
で
設
置
)

便
所
(
水
洗
)

家
賃
二
万
五
千
七
百
円

敷
金
七
万
七
千
百
円

戸
数
三
十
六
戸

申
込
期
間
二
月
一
日

t
十
四
日

※
詳
し
く
は
市
建
築
課
へ

-
教
育
モ
ニ
タ
ー

政
府
の
文
教
施
策
に
つ
い
て
批

判
・
意
見
・
要
望
な
ど
を
凶
き
、

文
教
行
政
の
参
考
と
す
る
た
め
、

文
部
省
教
育
モ
ニ
タ
ー
を
主
集
し

まム
9

。

仕
事
の
内
容
。
文
部
省
が
送
付

す
る
文
書
に
回
答
す
る

。
文
教
行
政
に
対
す
る
怠
見
・
要

望
を
随
時
提
出
す
る

募
集
人
員
十
人

依
頼
期
間
二
年
間

応
募
資
格
教
育
に
つ
い
て
関
心

が
あ
り
、
モ
ニ
タ
ー
と
し
て
仕

事
に
熱
意
を
持
つ
満
二
十
嵐
以

上
の
日
本
国
民

た
だ
し
、
次
の
方
は
応
募
で
き

な
い

日
時

i
U時

臼
時

i
日
時

①
国
会
議
員
及
び
地
方
公
共
団

体
の
議
会
の
議
員
③
常
勤
の

旧
家
公
務
員
及
び
地
方
公
務
員

(
校
長
及
び
教
員
は
応
募
で
き

る
)
@
行
政
相
談
員
④
か

つ
て
文
部
省
教
育
モ
ニ
タ
ー
で

あ
っ
た
人

申
込
締
切
三
月
十
日

申
込
先
県
教
育
庁
総
務
課

(長

崎
市
江
戸
町
二
l
一
三
、
蜜
長

崎

@
l
一
二
一
)

※
申
込
用
紙
は
県
教
育
庁
総
務
課

に
あ
り
ま
す
の
で
、
五
十
円
切

手
を
は
っ
た
返
信
用
封
筒

(あ

て
先
明
記
)
を
同
封
し
て
請
求

し
て
下
さ
い
。

2
月

引

日

-
団
体
・
グ
ル
ー
プ
・

個
人
の
活
動
事
例

テ
i
マ

「い州
人
の
十
年
」
と
私

た
ち
の
活
動

(
見
女
の
平
等
と
婦
人
の
社
会

参
加
を
進
め
る
た
め
に
行
っ
て

い
る
調
査
、
研
究
、
実
践
な
ど

の
活
動
)

応
募
資
格
テ
l
マ
に
そ
っ
て
活

動
を
行
っ
て
い
る
民
間
の
団
体

グ
ル
ー
プ
、
個
人
で
男
女
と
も

十
八
歳
以
上

応
募
方
法

o

四
百
字
詰
原
稿
用

紙
五
枚
以
内

。
団
体
、
グ
ル
ー
プ
の
場
合
は
名

称
、
連
絡
先
(
所
在
地
、
電
話

市

役

所

前

福
祉
セ
ン
タ
ー

寄
号
、
代
表
者
名
)
、
構
成
員

数
を
明
記
し
、
会
則
が
あ
れ
ば

添
付
す
る

個
人
の
場
合
同
氏
名
、
年
齢
、

性
別
、
職
業
、
住
所
、
電
ぷ
吾

号
を
明
記
す
る

応
募
締
切
二
月
十
五
日

原
稿
送
付
先
長
崎
婦
人
少
年
室

(
長
崎
市
岩
川
町
二
ハ
i

一『一
八

長
崎
合
同
庁
舎
内
、

室
長
崎
⑭

l

四
三
八
四
)

主
催
労
働
省

※
詳
し
く
は
長
崎
対
人
少
年
室
へ

-
県
立
長
崎
西
高
等
学

校
通
信
制
生
徒

入
学
資
格
中
学
校
卒
業
者
、
同

卒
業
見
込
者
お
よ
び
こ
れ
と
川

等
以
上
の
学
力
が
あ
る
と
認
め

ら
れ
た
人

募
集
期
間
三
月
十
日

t
問
月
三

け
ま
で

募
集
人
員
三
百
人
(
予
定
)

願
書
請
求
先
県
立
長
崎
西
高
等

学
校
通
信
制
(
長
崎
市
竹
の
久

保
町
一
二
l
九
、
曾
長
崎
⑪
|

四
六
六
四
)

※
詳
し
く
は
県
立
長
崎
西
高
等
学

校
通
信
制
へ

-
県
立
大
村
養
護
学
校

職
員

職
種
・
採
用
人
員

¥li--村
川
ザ
マ

14

、、、斗
J

』

ノフ
H
ア
3
b

f

u
ノ

童
・
生
徒
の
世
話
)
一
人

条
件
十
八
歳

l
二
十
九
歳
ま
で

の
健
康
、
明
朗
か
つ
穏
健
な
方

で
市
内
居
住
者

応
募
期
間
二
月
二
十
五
日
ま
で

提
出
書
類
履
歴
書
(
市
販
の
罷

監
正
日
に
写
真
を
貼
付
の
こ
と
」

提
出
先
県
立
大
村
養
護
学
校

(
久
原
郷
一
四
一
八
)

選
考

〔
日
時
〕

三
月
四
日
、
午

前
十
時
〔
場
所
〕
大
村
養
護
学

法
〔
方
法
〕
面
接
、
作
文
孟
慣

行
品
〕
筆
記
用
具

十
…
公
許
し
く
は
県
立
大
村
養
護
学
し
状

(
笠
②

l
六
三
一
二
)
へ

も

よ

お

し

-
郷
土
の
歴
史

文
化
講
演
会

一
一
月
十
六
日
(
土
)

午
後
二
時
か
ら

中
地
区
公
民
館

長
崎
の
来
訪
者

純
心
女
子
短
大
講
師

深
潟
久
先
生

主
催
中
地
区
公
民
館

共
催
大
村
史
談
会

後
援
大
村
市
文
化
協
会

糸川
ぶ
し
く
は
中
地
区
公
民
館
(
露

③
l
一
一
一
一
七
六
)
へ

日
時

講演場
師題所



(8) 

も

よ

お

し

りむ

圃
第
叩
回

青
年
団
文
化
祭

お

l
l若
者
で
築
こ
う

ふ
る
さ
と
大
村
l
l

お市政だより

青
年
団
の
文
化
活
動
の
一
端
を

広
く
市
民
の
皆
さ
ん
に
見
て
も
ら

う
と
と
も
に
、
市
民
の
皆
さ
ん
と

青
年
団
と
の
和
の
飛
躍
を
目
的
と

し
て
行
い
ま
す
。

多
数
お
出
か
け

下
さ
い
。

日
時

二
月
十
七
日
(
日
)

午
前
十
時
開
会

市
民
会
館

場
所 ー

内
e子守、

官

。
開
会
行
事

午
前
十
時

t

。
講
演午

前
十
時
二
十
分

t

。
芸
能
発
表

(演
劇
、
す
劇
、
郷

土
芸
能
)

午
前
十
一
時

t

。
歌
合
戦

午
後
三
時
十
分

t

。
閉
会
行
事

午
後
四
時
五
十
分

※
午
前
十
一
時
か
ら
チ

ャ
リ
テ
ィ

ー
パ
ザ
l
(農
作
物
、
う
ど
ん

す
し
な
ど
)
を
行
い
ま
す
。

入
場
料

無
料

主
催会

大
村
市
青
年
団
連
絡
協
議

後
援

市
教
育
委
員
会

ス

ポ

i
ツ

• 戦ボ全
I国
ル実
選業
抜 団
リ 1'¥
lレ
グ l

東
レ
九
隣
会
H
旭
化
成

女

三

洋

電

機

H
倉
紡
倉
敷

日
時
二
月
九
日
(
土
)
午
後
一

時
三
十
分
試
合
開
始

場

所

市

民
体
育
館

入
場
前
売
券

〔小
中
学
生
〕
一
ニ

百

円

〔

高
校
生
〕
五
百
円

〔
一
般
〕
千
円

※
入
場
券
の
販
売
は
各
ス
ポ
ー
ツ

庖
で
行
っ
て
い
ま
す
。

主
催
日
本
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
協
会

男

一

無

事

故

優

良

運

転

者

を

表

彰

申

請

書

提

出

締

切

一

県
表
彰

二
月
二
十
九
日
一

一

l
交

通

安

全

協

会

ヘ

申

請

を

|

市

表
彰

三

月

五

日

一

一

表

彰

区

分

通

安
全
協
会
長
)
免
許
取

得

提

出

書

類

申

請

書
及
び
無
事
一

一
。
県
表
彰

(県
警
察
本
部
長
・
後
(
免
許
の
種
類
は
問
わ
な
故
無
違
反
証
明
書
〈
自
動
車
一

~

県

交

通

安
全
協
会
長
)

い

)

二

月

末

現

在

で

十

年

以

安

全

運

転

セ

ン

タ

ー

発

行

の

一

も
の
)

一

免
許
取
得
後
二
月
末
現
在
で

上

、

十

五

年

以

上

、

二

十

年

一

一
二
十
年
以
上
、
二
十
五
年
以
以
上
、
二
十
五
年
以
上
の
人
提
出
先
大
村
市
交
通
安
全
協
一

一
上
の
人
で
、
す
で
に
市
表
彰

申
請
資
格
免
許
取
得
後
継
続
会
ま
た
は
交
通
安
全
協
会
支
一

一

を

受
け
て
い
る
人
(
普
通
免

し
て
自
動
車
の
運
転
に
従
事

部
長

へ

一

一

許
以

上

)

し

、

か

っ

無

事
故
、
無
違
反
※
詳
し
く
は
交
通
安
全
協

会

一

一

o
市
表
彰

(警
察
署
長
・
市
交
(
即
妙
作

b
pか
か

)

の

人

(

曾

@
l九
八
八
九
)
へ
一

後

援

県

教
育
委
員
会
ほ
か

〔
訂
正
〕
前
号
で
は
一
試
合
あ
る

と
い
う
こ
と
で
お
知
ら
せ
し
ま

し
た
が
、
二
試
合
あ
る
と
い
う

こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
ま
た
、

そ
れ
に
と
も
な
い
入
場
券
が

一

部
訂
正
さ
れ
ま
し
た
。

(教
育
委
員
会
体
育
課
)

試

験

w-山

一

ご

寄

付

・

ご

好

意

あ

り

が

と

う

ご

ざ

い

ま

し

た

の

家

ヘ

マ
山
下
昭
則
(
乾
馬

一

場
町
〉
幼
児
用
衣
類
十
数
点
を
一

郡
南
串
山
町
・
亡
弟
茂
治
)

一

町

・

代

表
者
朝
長
純
博
)
十
万

大
村
子
供
の
家
ヘ

マ
井
石
定
一

山

一

香

典

返

し

敬

称

略

万

円

マ
辻
義
一
(
東
京
都
世
千
七
百
五
十
七
円

マ
杉
田
初
一
(
古
町
一
丁
目
)
石
け
ん
八
一

田
谷
区

・
亡
義
姉
平
山
サ

エ
)

次
郎

(古
町
二
丁
目
)
二
万
円
十
個
を
慈
恵
荘

へ

一

日
川
一

ー

川

一

社

会

福

祉

事

業

費

へ

三

万

円

マ
横
田
肇

(池
田

一

丁

目

)

一

清

和

圏

へ

一

月

剛

一

マ

西
村
ソ
ヤ
(
原
口
町

・
亡
夫

.

万

八

千

六

百

五

円

マ
立
石
実

(富
の
原

一
丁
目
)

'

2
川

-

一

般

寄

村

敬

称

略

一

年

川

一

砂
夫
)
五
万
円

マ
谷
口

キ

ク

社

会

福

祉

協

議

会

へ

預

託

え

の

き

葺

八

・

五

キ

ロ

マ

鈴

一

FB
川

'

布

川

一

(

乾
馬
場
町
・
て
夫
重
作
)
十
社
会
福
祉
事
業
費
ヘ

マ
赤
水
清
春

(本
町
二
丁
目
)

田
第

一
親
老
会

(会
長
杢
尾
鴻

一

昭
川

一
万
円

マ
和
田
丈
七
(
南
高
来

マ
大
村
レ
オ
ク
ラ
ブ
(
東
三
城

三
万
二
千
三
十
円
を
大
村
子
供

三
)
ぜ
ん
ざ
い
会
招
待

一

-
大
村
市
給
水
装
置
技

術
者
資
格
試
験

受
験
申
込
期
間

五
日
ま
で

一
一
月
五
日

t
十

試
験
日
及
び
場
所

福
祉
セ

ン
タ
ー

一
一
月
二
十
日

※
受
験
資
格
や
手
続
き
な
ど
詳
し

く
は
水
道
部

(曾
③
l
一
二

三
)
へ

卒
、

の

他

-
外
来
診
療
受
付
時
間

を
変
更

ー

l
市

病

院
ー
ー

...L.. 

4ム

従
来
、
外
来
診
療

(
新
患
、

再

来
)
受
付
時
聞
は
、
午
前
八
時
三

十
分

t
十
一
時
三
十
分
ま
で
と
な

っ
て
い
ま
し
た
が
w

次
の
よ
う
に

変
更
し
ま
す
の
で
、
ど
協
力
を
お

願
い
し
ま
す
。

受
付
時
間
午
前
八
時
三
十
分

t

十
一
時
ま
で

実
施
期
日

一
一
月
一
日
か
ら
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